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NTTドコモのIoTビジネスの取組み

株式会社NTTドコモ
法人ビジネス本部 DXソリューション部

2021年1月28日

第４回 次世代スマートメーター制度検討会
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1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

ユースケースの拡大（スマートメーター、モビリティ、キャッシュレス等）

ドコモのM2M/IoT回線サービスの変遷

1

2G（PDC）サービス

3G（FOMA）サービス
LTE（Xi）サービス

IoT回線管理プラットフォーム提供開始 2012

電力スマートメーター向け
回線提供開始

2014

モバイルカーナビサービス提供開始 2010

1999
商用車の車両管理用途で
M2M回線提供開始

自動販売機オンライン
管理システム提供開始

2000

ド
コ
モ
Ｉ
ｏ
Ｔ
回
線
数※

FY

セルラーLPWAサービス
提供開始

2018

（回線）

約5倍

※ モジュール（TCA）と、法人向けにモジュール利用で契約するデータプラン・総合プランの合算
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データ収集/データ蓄積
/データ分析

AI

ドコモのIoTトータルソリューション

IoT サービス
プラットフォーム

IoT
ネットワーク

センサー

デバイス(Things)

アプリケーション

IoT 
マネージドサービス

etc.

docomo IoT回線管理PF/docomo IoTデバイス管理
国内/海外システムオペレーション＆保守

+ その他の通信手段セルラーLPWA LoRa🄬

産業機器

スマート農業MaaS

モビリティ

スマート
建設現場

スマート防災

スマートメーター 監視カメラ

etc.スマート工場

インフラ設備

docomo IoT 高精度GNSS
位置情報サービス
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ネットワークの進化
FY

※ LTE-Mは、Cat-M1やその発展技術を使用するIoTサービス向け通信方式の通称です。
ただし、Cat-M1は従来3GPPにてCat.Mと定義されていたもので、技術的な差分はありません。

788Mbps

高速・大容量化

LTE-M

LoRa®

1288Mbps

202020172016

セルラーLPWA

Cat.1

988Mbps

2018

eDRX
セルラーLPWA

682Mbps

セルラーLPWA

小容量・省電力化
「LPWA」：Low Power Wide Area

2018年5月

2019

2019年3月

2018年10月

1700Mbps

2020年６月

PSM
セルラーLPWA

3

LTE高速通信速度凡例

IoT向け通信規格

IoT向け通信技術

アンライセンスLPWA規格
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無線基地局 クラウド

適材適所のIoTネットワーク

LoRa®はSemtech Corporationの登録商標です

＝

LPWA※1

低速
低消費電力

高速・
大容量

広域エリア

特定エリア
LoRa®向け
ネットワーク

LoRaポット

LTEネットワーク

パーソナル
エリア

極小容量
極低消費電力

BLEタグ
Bluetooth
搭載端末

Bluetooth

スマートフォン

BLEレシーバ

※1 Low Power Wide Area：IoT機器向けの低消費電力・広域通信を実現する無線通信技術
※2 Bluetooth Low Energy： Bluetooth4.0規格の一部で、極低電力で通信が可能なもの

Cat.1
LTE-M ＋eDRX

セルラーLPWA

LoRa🄬

BLE※2ソリューション

NTT DOCOMO
UM04-KO

超高速・
大容量・
低遅延

LTE

５G

5G

5G通信
モジュール

5Gネットワーク
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コスト効率・高信頼なネットワーク構築に向けて
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スマートメーター

ネットワーク負荷軽減に向けたガイドライン

ネットワークの輻輳を回避するため、同時大量接続発生しないよう

ガイドラインを設け、お客様に運用の工夫をお願いしている

【同時大量接続が発生する契機】
・ 電源ON/通信ネットワークへの接続 ・通信ネットワークから切断後の再接続 ・データの送信 ・データの再送信
• 無線通信機能のOFF/ON設定 ・IoT機器の再起動 ・電源OFF

通信部

データ収集

基地局へ送信

取り貯める

＜対策例＞
①送信のタイミングをある程度の周期に丸め込み収集されたデータを一定量まとめて送信する。
②通信モジュール毎の送信タイミングを１秒ごとに分散する

IoT機器グループ 台数 接続・発信の開始時間

nグループ 5台 午前2:00:00からn秒後

(n+1)グループ 5台 午前2:00:00から(n+1)秒後

・・・ ・・・ ・・・

(n+m)グループ 5台 午前2:00:00から(n+m)秒後

【①イメージ】 【②イメージ】

計量部

メモリ

センサ 6
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無線基地局 クラウド

ネットワーク負荷の少ないシステム設計事例

7

リ
ア
ル
タ
イ
ム

利用目的により、通信頻度を使い分けることにより、
高頻度の(疑似)リアルタイムシステムの設計が可能

30

分
間
隔

定期データ
(例：５分×6レコード)

機器異常アラート

リアルタイムデータの照会
（例：同時に最大50メータまで）

イベントデータ
(例：1分間継続して±10％以上変動)

定期データはビッグデータ解析へ、
イベントデータは遠隔監視に活用

※メータ側に通信頻度
を減らす仕組みが必要

(例：ドライブレコーダー)
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災害対策への取り組み

〇都道府県庁、役場等の重要エリアの通信を確保するため無停電化、

またはバッテリー２４時間化を実施（全国約１,９００局）

⇒人口の約６５％をカバー

基地局の無停電化・
バッテリー２４時間化

中ゾーン基地局の
全国展開

大ゾーン基地局の
設置

〇通常基地局の基盤を強化し多様な自然災害に対して、
強靭な備えを持たせた中ゾーン基地局を全国展開（２,０００局以上）

（特徴①）停電対策により、電源喪失時も２４時間以上の運用が可能
（特徴②）伝送路の二重化対策により、伝送路の一つが切断されても通信が可能
（特徴③）アンテナの角度を遠隔操作で変更することが可能

〇広域災害・停電時に人口密集地の通信を確保するため、

半径７kmをエリアカバーする災害時専用の大ゾーン基地局を全国展開

（全国１０６カ所）

重要基地局の無停電化、バッテリーの２４時間化の推進

中・大ゾーン基地局設置により重要エリアにおける通信の確保

8
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（参考）災害対策への取り組みイメージ

通常時 災害時

中ゾーン基地局
展開イメージ

中ゾーン基地局の活用

大ゾーン基地局の活用

通常時 災害時

大ゾーン用アンテナ
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（参考）ドコモの災害対策3原則

設立当初より「災害対策３原則」を定め、システムとしての信頼性の向上、

重要通信の確保、通信サービスの早期復旧を実現できる体制を構築

災
害
対
策
の
３
原
則

●設備構造の強化
･耐震対策 （震度７にも耐える設計 等）
･風水害防護対策 （防水扉、防潮板の設置 等）
･火災防護対策 （防火シャッター、扉の設置 等）

システムとしての
信頼性向上

重要通信の確保

通信サービスの
早期復旧

●１１０、１１９、１１８の緊急通報
●災害時に重要通信を扱う機関に対する災害時優先電話制度
●音声通話とパケット通信を分けたコントロール

●災害対策機器によるエリア復旧
･移動基地局車
･衛星エントランス基地局
･移動電源車・発動発電機 等

10
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スマートメーターにおいてドコモが貢献できること

高度化 – 世界標準規格の通信方式 -

高速 多数接続

低遅延

低消費電力

安定・効率化

災害対策

＋α

新サービス創出

回線管理
プラットフォーム提供

カバーエリア

ネットワーク監視 24h365d

10年前

75Mbps

現在

4.1Gbps
約60倍

×
docomoアセットスマートメーター

データ 人口統計、会員基盤、
決済、ポイント・・・

etc.
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